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QR コードの可能性
Possibility of QR Code toward the future

QRコードは、1996 年に特許を取得したのち「パブリックドメイン宣言」を
したこと、自動車業界をはじめ、各業界 /国家 / 国際規格･標準化したことから
「 誰でも自由に、同じように、安全に 」使うことができる二次元コードとして
世界中の市場･現場に普及しました。

身の回りの生活の中でも様々に使われていますが、まだまだ新しい使い方が見つかる
  “大きな可能性” があります。

是非、新しい使い方を探してみてください。

QR code was popularized all over the world as a two-dimensional code that anyone can 
use freely, in the same way, and safely, because of its patent in the public domain and 
aggressive action for international standardization .

QR code is used every day in daily life. Furthermore, there is a great possibility to find 
new application.

TCMIT strongly recommend to look into new application by yourself!
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これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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